３章　２　施設からの取組み事例　　　　
Ａ　事業を通して取り組んだ事例（３）

取組みテーマ
（３）児童に対する言葉遣いについての取組み
～「ＯＴＴ（穏やかに・丁寧に・適切に）」をテーマに職員全員で取り組む～

	　　　　　　　　　　　　

	

	１　施設種別

	福祉型障がい児入所施設　

	２　概要

	　施設内権利擁護委員会(生活向上委員会)による、「児童に対する言葉かけの際は「ＯＴＴ」(穏やかに　丁寧に　適切に)を常に意識する」との平成25年度施設方針の実現に向けての取組みと成果。そして今後の展望。

	３　取組み前の状況・課題

	　当施設は、定員50名で3歳から18歳の児童が入所しており、地域の幼稚園・小学校・特別支援学校・視覚支援学校へと通う様々な児童が生活を共にしている。
　朝、起床・朝食・登校前の身支度を整え、定時に来るスクールバスに乗車させ送り出す。夕方、帰寮してきた児童の様子を把握しつつ、おやつ・夕食・入浴・就寝介助を行う。その間にも、児童からの要望に答えつつ、家庭的で安心・安全な雰囲気を感じながら、ひとりひとりが本人らしい安定した生活を送れるよう支援している。
　しかし、ひとりひとりの児童に合わせた多種多様な日課がある中、毎日50名の児童を数名のスタッフで支援しており、日課とその都度の児童からの要望が多く重なった時などは、職員の余裕が無くなり、児童への言葉掛けが荒々しくなることがある。また、「今は無理」・「後にして」等と児童の思いに沿った関わりがすぐに出来ないこともある。信頼できる大人との関わりを通し、社会へ出て自立した生活が送れるよう、からだや心が育つ成長期というこの大切な時期に様々な場面においても適切な言葉掛け・対応を意識して、支援していけたらと考える。

	４　取組み経過　　

	【生活向上委員会の活動】
上述したような状況の中、平成２５年度の施設方針として児童に対する言葉かけの際はＯＴＴを常に意識することが掲げられ、そのＯＴＴに関する取組みの中心として施設内人権擁護委員会である、生活向上委員会が活動することになる。以降毎月の委員会毎にＯＴＴについての検討を行う。
　6月：今年度第１回目のサービス改善支援員さんに、ＯＴＴについての取組みを今年度の重点取組みテー
　　マとして取り上げたい旨を伝える。
　7月：具体的な取組みを始めるにあたりまず職員に対してのＯＴＴに関するアンケートを実施する。
同時に児童を呼び捨てにしないことを職員に呼びかける。その都度児童への呼び捨てがあった際には
声掛けを行うようにする。
　8月：実施したアンケート結果を踏まえて、サービス改善支援員さんに今後の取組みについての相談を行
う。現状や考えている今後の動きについての話を聞いていただき、取組みに関しての評価をしていた
だく。
　9月・10月：回収したアンケートの集計を行い、今後の動きについての検討を委員会で重ねる。
　11月：アンケート結果を職員へ提示。また、毎週木曜日を「ＯＴＴデイ」と決め、普段以上にＯＴＴを意
識して児童と関わる日と位置づける。
さらに「いいことあったよ投票」という職員間でお互いに見習いたいような良い所を見つけ合い、また評価し合うため、毎月自分以外の職員の素晴らしい行動を投票し共有するという取組みも開始。
児童へのアンケートに関しても検討を開始する。
同月、今年度最終のサービス改善支援員さんの訪問。ＯＴＴの取組みについての現状を聞いて
いただき、12月に予定しているグループワークの実施内容について等、これまでの動きに対する評
価と、今後の動きに関するアドバイスをいただく。
12月：職員全体会議にてグループワークを実施。これまでの「ＯＴＴに関する取組み」について、現状・
そして今後についての意見を集める。


	５　現状（取組み結果の状況）　

	【アンケート結果～具体的な取組みへ「ＯＴＴデイ」の設定】
７月に実施したアンケートについては、実施するだけでも職員のＯＴＴに関する意識を向上させることができたのでは？と思われる。実際にアンケートを実施した時点ですでに、「ＯＴＴを意識して児童に対する接し方が変化した」との回答もあった。
また集計を行うことで、取組みを始める時点での施設全体の状況等(ＯＴＴの取組みに対してとても前向きな気持ちを持たれている等)を把握することができ、またそれを全職員に回覧することで、更なるＯＴＴに関する意識の向上にも繋がったのではないかと考える。
アンケート結果の中で注目した内容として、「適切がわからない」という回答が数名いたという点が挙げられる。確かに、施設理念等の共有はしているものの、理念の上段にある職員一人ひとりの「価値観・らしさ」といった部分では違いがあり、「適切に」という呼び掛けだけでは漠然としており、実践の場で「ずれ」が出てきているのであろうと感じた。問題とならない形での「ずれ」は良いと考えるが、アンケート結果を受け、現時点での「適切に」の指標として委員会からは「呼び捨てにしない　あいさつを必ずする　笑顔を心がける」を示すことにした。そのように示すことで、不適切な言葉かけに対して職員間での「あっ！呼び捨て！」等の声の掛け合いがスムーズになった。
また更にアンケート結果からの提案である「ＯＴＴデイの設定」を採用し、11月よりスタートする。毎週木曜日に設定し、具体的にその日は普段以上に「笑顔で　呼び捨てにしない　あいさつを必ずする　を心がける」との取組みをスタートする。ポスターの張り出しや、毎回の引継ぎ時における呼びかけ等も行い、こちらの取組みも意識の向上や職員間の声の掛け合いに繋がった。


【いいことあったよ投票】
前述した取組みは全て現状に対して変化を求めるものであり、その種の取組みだけでは現状をマイナス的に捉えてしまう。現状の良い部分も評価しつつ、楽しみながら活動することができればと委員会内で検討し、更なる新たな取組みとして「いいことあったよ投票」に繋がる。
　この取組みは、ＯＴＴの中でも特に「Ｏ＝穏やかに」に対する取組みであるが、職員間の「見習いたいなぁ」や「とてもいい関わりやなぁ」と感じた行動を全職員で投票し、毎月月末に集計し発表するという取組みである。「皆さんの穏やかな対応をみんなで共有し、施設全体を穏やかにしていきましょう」との目的でスタート。第1回目の集計においても、36票の投票があり、集計結果を見るだけでも穏やかな気持ちになり、実際に評価を受けた職員にとってはそれ以上に日々の業務の励みになるとの声も聞かれた。集計結果は職員全体会議の場で発表を行ったが、明るい雰囲気の中、自然と拍手も沸き起こっていた。現時点では委員会が想像した通り、楽しみながら活動に取り組むことができているのではないかと考えている。職員間で注意し合うだけでなくお互いに良い所を見つめ合い、評価し合う関係性の構築にも繋げていくことができるのでは？
また、長期的な視点で考えると施設全体のチームワークの醸成に
も良い影響を与えるのではないかとも感じている。

【ＯＴＴの更なる意識づけ　グループワークの実施】
[bookmark: _GoBack][image: ][image: ]職員一人ひとりへのＯＴＴの更なる意識付けのため、職員全体でグループワークを実施する時間を作った。グループワークでは、「ＯＴＴに関する取組みについて」のテーマで検討し、グループ毎に発表を行った。とても明るい雰囲気の中、「実際に呼び捨てをすることが減った」「ＯＴＴデイは施設全体が穏やかだった」等、ＯＴＴの取組みに対して多数の肯定的な意見が出され、活発な意見交換ができた。また、「ＯＴＴデイを増やす」「職員が手本を見せ、子供達同士の言葉遣いも丁寧にしていきたい」等といった、今後の活動に繋がる意見も多数汲み取ることができた。≪グループワークの様子≫



	６　施設の振り返り・感想

	当施設だけの課題ではないと考えるが、「倫理と実践の隔離」といったものは常に感じている。様々な研修などに参加し「良い話が聞けた！」との感覚はその都度覚えるが、実際にその後現場に入り研修で学んできたことを活かせているか？と考えるとそうではない場面が多い。
今回のＯＴＴの取組みに関しても、実際に「頭ではわかっているが、現場に入るとわすれてしまっている」といった状況が多いとの話が多く聞かれていた。委員会で検討を重ね、実践の場で理念を活かしていくためには、①「取組みがいかに具体的か？」と②「職員一人ひとりの意識にどれだけ強く印象付けることができるか？」の2点であると考えた。1点目のＯＴＴの取組みに関しての具体性については「呼び捨てにしない」「挨拶を必ずする」の2点を現時点では掲げており、理解しやすい内容であると考える。2点目の更なる職員一人ひとりへのＯＴＴの意識付けについては、生活向上委員会より色々な角度でアプローチを実施し印象付けていくのと同時に、アンケートやグループワークを行い、委員会からの一方通行のアプローチではなく、その都度職員の声を聞き取り、その声を踏まえて活動に反映させていくという、双方向のやり取りを実施していることは、意識付けや実践に倫理を活かすという狙いに大きな効果があったと考える。
　また、サービス改善支援員の方からも評価していただいた点であるが、そもそもの施設全体の雰囲気として「新たな取組みに対するチャレンジ精神」といったものが高かったということも、これまでＯＴＴの取組みが順調にきていることの要素であるのではないかと感じている。
今後のＯＴＴの取組みに関する委員会の課題としては、スタートしたこの取組みを現在の高い意識を維持した上で、いかに継続していくことができるか？である。今後はこれまでのように定期的にサービス改善支援員の方が訪問して下さることも無くなるため、第三者の客観的な視点でのアドバイスをいただくこともできない。そのため今回サービス改善支援事業において参考事例として取り上げていただいた様に、何らかの場面で当施設のＯＴＴに関する取組みについての研究発表を実施し、客観的な評価をしていただくと同時に、施設・委員会としてのモチベーションを維持していくことができればと考える。


ポイント　　　
本事例は、施設内の人権擁護委員会が中心となり、利用児童に対することばかけの際にＯＴＴ（穏やかに、丁寧に、適切に）を常に意識することで、利用児童の健やかな成長や自立支援に取り組んだ事例である。多忙な業務のなか、職員に余裕がなくなり、ことばが荒々しくなったり、利用児童の想いに沿ったかかわりができなくなったりしていることへの反省から利用児童へのかかわりを見直している。委員会が一方的に執り行うのではなく、職員にＯＴＴに関するアンケートを実施し、職員への周知と意識の高揚を図っている。また、「いいことあったよ投票」を実施し、他の職員の素晴らしいかかわりを職員同士が評価し、自らのかかわりの参考にしようとする取組みもなされている。
　本事例では、特筆すべき点がある。まず、適切なかかわりを具体的に提示し、職員の共通の理解を得るとともに不適切なかかわりについては職員同士で注意しあっている。また「Ｏ＝穏やかに」において、職員間の模範と感じられる行動を全職員で投票し発表することによって、職場全体が穏やかな雰囲気となり、職員も利用児童に穏やかにかかわることができるようになっている。
　ＯＴＴの取組みを通して、利用児童のかかわりとしてあるべき姿をより具体的に考え実践できるようになった。さらに、職員の意識の向上やチームワークの向上につながっている。職員倫理を実践につなげた実践といえる。
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